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早く大きくなってね

　

6
月
15
日
、
山
口
県
連
合
婦
人
会
主
催
に
よ
る
、
平

成
29
年
度
地
域
婦
人
会
リ
ー
ダ
ー
相
互
研
修
会
が
、
大

島
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
県
内
各
地
の

の
婦
人
会
役
員
ら
３
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
が
周
防
大
島
町
で
開
催
さ
れ
る
の
は

初
め
て
の
こ
と
で
、
研
修
会
で
は
ま
ず
、
久
賀
に
お
住

ま
い
の
志
津
里
芳
一
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
岩
手
県
釜

石
市
に
在
住
中
に
体
験
し
た
、
東
日
本
大
震
災
で
学
ん

だ
こ
と
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

午
後
か
ら
は
、
４
つ
の
分
科
会
に
別
れ
研
修
を
行
い
、

日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
で
は
ハ
ワ
イ
移
民
の
歴
史

に
つ
い
て
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
移
住
・
起
業
さ

れ
た
方
々
の
体
験
談
や
、
体
験
交
流
型
観
光
の
取
り
組

み
で
の
民
泊
受
け
入
れ
の
話
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら

に
は
大
島
商
船
高
専
の
練
習
船
大
島
丸
で
の
体
験
航

海
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
周
防
大

島
町
な
ら
で
は
の
研
修
で
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

防災や定住を学ぶ　婦人会リーダー研修会

戦
艦
「
陸
奥
」
慰
霊
祭
　
平
和
を
後
世
へ

　

6
月
2
日
、
陸
奥
海
水
浴
場
に

お
い
て
カ
サ
ゴ
の
稚
魚
の
放
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
の

助
成
を
受
け
て
行
う
稚
魚
の
中
間

育
成
を
、
山
口
県
漁
業
協
同
組
合

東
和
町
支
店
か
ら
委
託
を
受
け

た
、
な
ぎ
さ
水
族
館
が
実
施
し
た

も
の
で
、
油
宇
保
育
園
の
園
児
8

人
が
５
㎝
程
に
育
っ
た
約
５
０
０

匹
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。
な

ぎ
さ
水
族
館
で
は
４
年
前
か
ら
中

間
育
成
を
行
っ
て
お
り
、
稚
魚
の

一
部
を
展
示
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▲県内各地から
３２０人が一堂に
会し幅広い分野の
研修が行われまし
た。

　

74
年
前
、
伊
保
田
沖
で
原
因
不
明
の
爆
発
で
沈
没
し
た
戦
艦
「
陸
奥
」
の
殉
難

将
兵
慰
霊
祭
が
、
沈
没
し
た
日
と
同
じ
6
月
8
日
、
伊
保
田
に
あ
る
陸
奥
記
念
公

園
で
営
ま
れ
、
全
国
か
ら
遺
族
や
関
係
者
約
90
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
東
和
陸
奥
顕
彰
会
の
主
催
で
毎
年
こ

の
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
式
で
は
顕
彰
会

会
長
の
椎
木
町
長
が
「
平
和
に
対
す
る
悲
願
が
後

世
に
受
け
継
が
れ
る
よ
う
願
う
」
と
追
悼
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
油
田
地
区
の
吟
詠
友

の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
詩
吟
も
奉
納
さ
れ
、
犠
牲

者
の
冥
福
と
、
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

戦
艦
「
陸
奥
」
は
昭
和
18
年
6
月
８
日
、
伊
保

田
沖
約
３
キ
ロ
で
原
因
不
明
の
爆
発
で
沈
没
。
乗

組
員
１
４
７
４
人
の
う
ち
１
１
２
１
人
が
犠
牲
に

な
り
ま
し
た
。

▶
大
き
く
育
つ
よ
う
願
い
を
こ
め

て
放
流
し
ま
し
た

▶
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
る

椎
木
町
長

▲志津里さんは震災から約１カ月の体験を詳しく説明。
事前に高い所へ逃げることを決めておくことや先人の
教えを守ること、また３日間生き延びるだけの備えを
しておくことが必要であることなどを説明されました。


